
「安心を保障する福祉」を
 最優先に
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今、政治やマスコミの世界では「財源がない。国の財政は破綻に瀕している。
震災・原発事故からの復興にも多くの財源を必要としている。景気をよくして
税収を増やさなければ福祉の充実など空論に過ぎない」との声がまかり通って
います。しかし、私は「だからこそ介護、福祉を最優先に」との「安心」を求
める利用者の立場からの主張とその論拠を述べます。

「家族の会」理事、
介護保険・社会保障専門委員会委員長

田部井　康夫

利用者負担増は逆効果
財源がないことを理由に、利用者の負担を増や

す方向に動いています。しかし、負担が増えれば
増えるほど、介護サービスの利用者は生活を切り
詰めざるを得なくなり、今、介護サービスを利用
していない人も、将来に備えて貯蓄性向を強める
ことになります。その結果、景気対策としてもっ
とも重要だといわれる消費の停滞を招きます。消
費の停滞による税収等のマイナスは、利用者負担
増によるプラスを帳消しにする以上の大きさにな
るでしょう。負担増により、不安を煽ることは財
源の確保につながらず、むしろ逆効果にしかなら
ないのです。

不確かな財源の使い途
みち

利用者の負担を増やす一方で、景気対策や円高
対策などには多額の予算が使われています。しか
し、景気刺激策は対象が限られ、継続的な効果も
生んでいません。円高対策の為替介入もいくらつ
ぎ込んでもその効果は表れてきません。景気や為
替の動きは複雑で付け焼刃的な対策など受け付け
ないように見えます。その証拠に日本の経済はこ
こしばらく目立った成長を実現できていません。
こうした投資は、少なくとも私たちが願う「安心」
に結びついていないことだけは確かです。しかも、
これらの政策の実効性は公の場では十分に検証さ
れていません。

「安心」を保障してこそ
大震災・原発事故を経て、安心して生活ができ

ることを望む声はますます大きくなっています。
今、この時代だからこそ、貴重な財源を、最優先
に介護をはじめとする福祉を充実させることにま
わして、利用者の負担を減らし、「安心」を保証
するべきです。
「家族の会」は「安心要望書の実現こそが安心

に暮らせるための道」であると主張しています。
「安心」の保障が、人の心、人の関係にゆとりを
生み、経済における豊かな発想や創意工夫をもた
らし、健全な消費を活性化するという好循環をも
たらします。こうした根本的な転換の上に立って
こそ新しい財源は議論されるべきです。「家族の
会」は、「高福祉を実現するための応分の負担」
を受け入れますが、安心を保障される確証がない
まま、これしかないものとして提示される消費税
増税を認めることはできません。

利用者の
立場からの

主張

「ぽ〜れぽ〜れ」通巻379号●2012年2月25日発行（第３種郵便物認可）



“前頭側頭型認知症”
  を知る

連　載 3
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☁�症状の特徴
⑥食行動異常

食事の好みが甘いものや味の濃いものへ変わっ
たり、以前より大食いになったりします。味覚の
障害に基づくと思われる嗜好の変化により、チョ
コレートや饅頭、清涼飲料水などを好むことが多
いようです。この場合は肥満や糖尿病などになら
ないよう注意が必要になります。繰り返し行動と
関連して、決まった少品目の食品や料理にこだわ
り、毎日同じものばかり食べるようになります。
女性の場合は同じメニューばかり作るようになり、
家族がそれで異常に気づくこともあります。

このような食行動の異常は、近縁の病気である
意味性認知症（連載１を参照ください）において
もしばしば出現する症状で、アルツハイマー病な
ど他の認知症との区別にも役立ちます（図１）。

⑦影響されやすさ
周囲からの刺激に容易に影響されるようになりま

す。日常生活場面では、目の前の人のしぐさのま

ねをしたり、何かの文句につられて即座に歌を歌
いだしたり、目に入った看板の文字をいちいち読み
上げるといった行動がみられることがあります。

⑧注意散漫、集中困難
落ち着きがなくなり、一つの行為を続けられな

くなります。診察場面や介護の現場では、何の断
りもなく突然その場から立ち去ってしまう「立ち
去り行動」が見られ、介護上の問題になります。

⑨言葉の症状
前頭側頭葉変性症の３つのグループ（連載１を

参照ください）のうち、前頭葉が主に障害される
前頭側頭型認知症に比べ、残りの２つのグループ
では言葉の症状が目立ちます。

側頭葉と呼ばれる脳の横の部分の前方が主に障
害される意味性認知症においては、「語義失語」と
呼ばれる言葉の症状が出現します。物の名前が出
てこなくなるだけではなく、物の名前を聞いても
その意味がわかりません。また文字の読み間違い
も多くなります。診察時に「利き手はどちらです
か？」とたずねても、「利き手ってなんですか？」
と聞き返してきたり、「海老」という漢字を読ん

症状の特徴と検査所見

図 1 図 2　前頭側頭型認知症のMRI 画像

脳の前方部（矢印）に著明な脳萎縮（縮み）が認められます。
※同じ患者のMRI。右の図が脳の上部、左の図がやや下部の脳。
　CTやMRI は通常、実物の脳とは、左右逆に表示されます。

「ぽ〜れぽ〜れ」通巻379号●2012年2月25日発行（第３種郵便物認可）



5

でもらうと「かいろう」と答えたりします。
言葉の意味がわからないところは、「あれ」
や「それ」で補いながら普通に話ができる
ため、通常の日常会話では全く異常に気づ
かれないことがよくあります。

進行性非流暢性失語は話そうとする言葉
がなめらかに発音できないといった症状で
始まり、次第に言葉や文章の意味の理解も
悪くなってきます。この進行性非流暢性失
語においては言葉の症状に比べ、そのほか
の認知症の症状はあまり目立ちません。ま
た行動の障害も軽度です。

⑩身体の症状
前頭側頭型認知症では、筋肉が徐々にや

せてきて力が入りにくくなる病気を合併す
ることがあります。この病気は、専門的に
は筋萎縮性側索硬化症と呼ばれ、前頭側頭
型認知症の５％程度に合併すると考えられ
ています。この病気を合併すると、手や足
の力が入りにくくなり、手をあげたり、箸
を持ったりすることができなくなります。
のどの周りの筋肉や、舌の筋肉が侵される
と、声が出なくなったり、物を飲み込めな
くなります。進行すれば歩くこともできな
くなり、発症してから平均1〜2年で寝たき
りになります。

☁検査所見
前頭側頭型認知症では、脳の前方に主な

病変があるため、画像検査でそれをとらえ
ることで診断の重要な手がかりを得ること
ができます。

画像検査には、脳の形態をとらえるＣＴ
（コンピューター断層撮影）やＭＲＩ（核磁
気共鳴画像）と、脳の血流を調べるＳＰＥ
ＣＴ（単光子放出コンピューター断層撮影）
があります。頭部のＣＴ検査やＭＲＩ検査
では、前頭葉や側頭葉前方部を中心とした
脳の萎縮（縮み）が認められることが多く（図
２）、ＳＰＥＣＴ検査では前頭葉や側頭葉を
中心とした血流の低下がみられます。しか
し、これらの画像検査はあくまで診断の補
助であり、正確な診断には症状をきちんと
とらえることが何よりも大切です。（つづく）

十
と

時
とき

弁護士の
ワンポイントアドバイス④

Q　認知症の親の家に行くと羽毛布団がいっぱい積まれて
いました！どうしたらよいでしょうか。

A　契約を取り消す方法として、クーリングオフによる契約
解除と過量販売による契約解除という方法があります。
クーリングオフとは、訪問販売や電話勧誘販売でした売
買契約等については、契約書や申込書交付の日から８日以
内であれば、理由がなくても無条件で解除できるという消
費者保護のための制度です。また、過量販売とは、①訪問
販売によって②日常生活に通常必要とされる分量を著しく
超える商品を販売することをいいます。この場合にも、契約
から１年以内であれば理由なく無条件で契約を解除するこ
とができます。ご質問の場合はまさにこの制度を利用でき
るケースですので、文書で販売業者に解除することを伝え
ましょう。内容証明郵便を利用することをお勧めします。契
約を解除できれば、代金を取り戻すか支払いをせずに済む
のです。
　ただ、悪徳販売業者の多くは、販売業者としての実態が
ほとんどなく、代金の返還を受けることが困難な場合がほ
とんどです。もっとも、その契約のために販売業者と提携
しているクレジット会社と立替払い契約を締結した場合に
は、そのクレジット会社から代金の返還を受けることができ
るようになりました。あきらめずに弁護士に相談してみてく
ださい！
　また、今後こういった悪徳業者に騙されないようにするた
めにできるだけ早く成年後見制度を利用しましょう。
� （東京清和法律事務所　弁護士　十時麻衣子）

共通理解と各支部の交流を深める
12月3日 in 福井

北陸ブロック会議報告

本部から髙見国生代表理事ほ
か2名をお迎えし、北陸4県の
世話人21人が参加しました。
まず、髙見代表より共通議題
である「安心要望書」や「再び、
介護保険が危ない！（介護保険
部会、介護給付費分科会の審議
を通しての見解）」についての説
明があり、参加者が意見を述べました。
続いて、各県支部からの活動報告と提案事項の協議を行

いました。若年性認知症の方の就労活動支援やガイドブッ
クの作成、本人交流会等の活動、震災を踏まえての会員同
士の連絡体制の構築、県の助成金を受けての活動など各支
部から報告があり、福井県支部はまだ結成４年目で支部活
動をどうしていくか模索中で、ただ感心するばかりでした。
また、会の大切な活動である「つどい」について意見交
換を行いました。ご本人や家族が思いを吐き出し、元気を
得るための「つどい」であることが大事だと確認し合いま
した。
報告や情報交換をとおして、共通理解を得るだけでなく
参加者同士の交流を深めることができました。
� （福井県支部世話人　村上早苗）

活発に意見が交換された
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『困っていること、悩んでいること』
若年アルツハイマーの主人は発症後８年か

ら10年経過。今年２月グループホームより、
１回だけの興奮で精神科に入院させられまし
た。急性期ということで１ヵ月経過後より、
退院を強いられ、次の精神科に現在入院して
います。環境に慣れるまで2週間ぐらいは落
ち着きません。症状からだということを私は
分かっていますから、仕事を終えた後、毎日
面会に行って、食事介助しています。先日「介
護拒否で足をけられた！」と冷たく看護師に
言われました。認知症病棟の看護師です。

『要望』
若年性アルツハイマーの方が最後まで安

心して療養できる施設をお願いします。家族
も病気の主人もクタクタです。

アルツハイマーの母と一緒に11年が過ぎ
ようとしています。いろんなことがありまし
た。いつも「今が一番大変なんだ」と思いな
がらやってきました。11年が過ぎようとして
いる今、やっぱり今が一番大変です。ますま
す元気になり、衰えを知りません。私は年と
ともに疲れも残るようになりました。気づく
と仏壇の父に「そろそろ迎えに来てほしいな
あ」とつぶやいていることもあります。でも

現在86歳の母を介護している私64歳です。
定年退職してやさしく母を介護してあげたい
と思っていましたが、母にかかわる時間が多
くなって、母の変化の様子にびっくりするこ
とが多く、若いころのプライド高い素敵だっ

大阪府・Ｍさん　60歳　女

困っていることと要望

栃木県・Ｔさん　60歳　女

いつも「今が一番大変」

愛媛県・Ｋさん　64歳　女

素敵だった母なのに

父が、「大変だろうけど、もう少し頑張れ！」
と言っているようで、また「よし！」と元気
づけられています。

そんな繰り返しでまだまだ母と一緒に歩い
ていくのでしょうね。「ぽ〜れぽ〜れ」も元
気の源です。ありがとうございます。

髙見国生様の本を拝読し、会へ電話させて
いただきました。その時とても丁寧に話を聴
いてくださり、心が軽くなりましたので入会
を決めました。本にあったように同じ立場の
方々とつながっていると心強い気がします。

母を大事にしなくてはと思うのですが、訳
のわからないことで怒ると優しくなれませ
ん。母が落ち着いている時はこちらも冷静に
なれるのですが…。本当に頭の中はどうなっ
ているのかと思うくらい、今、笑っていたと
思ったら激変して怒り出します。また、同じ
ことを話しかけても怒る時と静かな時があり
ますので神経を使います。

耳が遠いはずなのに音に敏感で困ります。
主人が咳をしただけでとても嫌な顔をして主
人の真似をして嫌がらせします。理解のある
主人なので助かりますが、他にも暴言を吐い
たりするので申し訳なく思います。私は実の
親ですが、主人はやはり他人ですから。

他にも困ることはたくさんありますが、ま
た聴いていただけると助かります。

愛知県・Ｉさん　60歳　女

また聴いてください
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「本人尊重と責任性」
オーストラリアの高齢者施設ケアを体験して「本
人の意志」がとても重要視されていることを感じま
す。ケアは政府の定めた「入居者の権利と責任」と
いう綱領に基づいて行われています。その中に「（他
者に被害を与えないかぎり）『入居者は自立性を持ち
続ける権利』、言い換えれば『自分の行動に責任をと
る権利』を持ち、たとえ危険があるとしても行動を
制限してはならない」とあり、介護度にもよりますが、
中程度までの人たちの生活は日本の施設に比べかな
り自由です。
96歳のJ氏は、飲む前から足元はかなりふらつい
ていますが歩行器を使って一人でなじみのパブに出
かけます。私としては、止めたくなるほど危なっかし

いのですが、スタッフは笑顔で送りだします。食事も
かなり個別的な対応で「いらない」と言えば、別の
ものが出されたり食べなければ無理には勧めません。
プロのセックスワーカーが高齢者施設を訪問するこ
とについても「プライバシーの守られる環境があり、
自分で料金を払うならOK」との判断が一般的。公的
に認可されたセックスワーカーの存在や「性」が人
権として重要視されている背景もあります。
その人らしい生活を可能な限り続けることを目標

としているのは日本も同じ。オーストラリアのケアを
そのまま日本に当てはめて考えることはできません
が、「危険回避と効率性」ばかり考えてきた自分を反
省しています。本人尊重と責任性、危険回避、効率
性について、考えさせられることの多い毎日です。

昨年３月10日、娘の卒業式に出席中の私
にメールで“母の死”が知らされました。突

私自身医師でありながら、妻の認知症に気
づくのが遅れました。老老介護１年半。私
が過労で倒れ、グループホームで１年半過ご
し、昨年他界しました。

死ぬ３日前にしゃきっとして、私を見つめ、
「あなたと一緒で楽しかった」と申しました。

今は楽しかった思い出ばかり、妻に感謝あ
るのみ。目下一人暮らし。料理など妻に電話
して聞きたいこと多し。 姑は91歳、グループホームにお世話になっ

ております。面会時、いつも、姑が50年前
に村で踊った「博多夜船」のテープを聴いて
います。

私が唄い、姑は車椅子に乗って手踊りをし
ています。苦労の多い人生でしたが、これが
唯一の楽しい思い出として残っているようで
す。テープは店の人が捜し求め、ようやく見
つけて取り寄せてくれました。感謝です。

大分県・Ｉさん　51歳　女

母の笑顔は家族の支え
だった

兵庫県・Ｄさん　86歳　男

電話ができれば

鳥取県・Ｉさん　63歳　女

「博多夜船」を聴いています

た母が、こんなになる認知症を私は恨めしく
悲しい気持ちで「つどい」に参加して元気を
もらっております。本音で話し合える「つど
い」は力強く救われます。

然でした。周りが色のない世界になりまし
た。

暑い暑い夏を越し、寒さの厳しい冬にも耐
え、もうすぐ桜の季節だったのに。

言葉が出なくなっても会いに行くとにっこ
りと優しい笑顔を見せてくれていました。笑
顔に少し力がないなあと感じていたので、心
のどこかで別れを意識していたところもあり
ました。

でも、日が経つにつれ、寂しさが増してい
きます。訪ねると見せてくれる母の笑顔は私
たち家族の支えだったと改めて気づかされて
いるこの頃です。

オーストラリアに
学ぶ vol.4

編集委員　鷲巣典代
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　東日本大震災で起こったこと、これから❷
「緊急医療はあるのに
緊急介護はない!!」

岩手県支部世話人　内出幸美（社会福祉法人典人会　総所長）

大地震直後から電気、水道のライフライン
が断絶、通信、道路も寸断、何よりの恐怖は
余震とそれによる津波だった。その中で、法
人本部のある特養には、建物被害のあった他
の施設からの要介護者の受け入れが始まっ
た。沿岸部は壊滅状態であったことから、地
域住民も法人内の各事業所（10事業所を運
営）へ避難してきた。夕方からは炊き出しが
始まった。近くの公民館からは「食べ物が無
いのでおにぎり50個お願いします」と依頼さ
れ、即座に提供した。乳飲み子をかかえたお
母さんからは「ミルクが無いんです」と頼ら
れた。次々に来る住民への対応に迫られ、そ
の場その場での判断でとにかく物資提供、寝
床の提供に追われた。

法人の中には津波のために孤立してしまっ
た事業所もあった。自衛隊が駈けつけられた
のは３日後であった。当然、そこではサバイ
バルが始まった。過酷な状況下では管理者だ
けではなく、職員ひとり一人が瞬時に判断を
しなければならなかった。一方、職員は、自
分が生きていることを家族には伝えられな
い、家族の生死を知ることもできない状況で
あった。

このような状況下で、職員は自宅に帰るこ
とも許されず、身体的、肉体的、感情的にも
疲労し、そのピークは３日目の13日だった。

「これは長丁場になる!!」と感じ、職員に「応
援部隊を要請に行ってくる」と告げ、通信手
段の途絶えた中、唯一消防署に設置された衛
星電話をかける市民の列に並び、３分間とい
う時間的制約の中で日本グループホーム協会

に連絡しSOSを発信した。それによく応えて
くれ、５日後の３月18日に第一陣の７名が応
援部隊として石川県から駈けつけてくれた。
当時はまだ被災地の状況が分からない、マス
コミはボランティアが行くことを制限してい
た中、顔見知りのメンバーであったこともあ
り、感極まったことを今でも覚えている。

震災直後から１週間の困難は、物資がな
いこと、人手が足りないこと、に尽きた。入
居しているお年寄りたちにはいつもと変わら
ない暮らしを心がけた結果、それほどの動揺
や不安感は見られなかった。むしろ皆で雑魚
寝をすることで人の温かみに触れ、乗り越え
られたと思う。しかし、環境が大きく変化し
た認知症のお年寄りは周りの動揺に適応でき
ず、心身の居場所をさまようこととなった。
こうした状況の中で痛切に感じたことは、「緊
急医療」はあっても「緊急介護」という概念
が全く存在しなかったことだ。被災直後から
県内外の緊急医療派遣チームが入ってきた
が、介護の現場には誰も来てくれなかった。
命を与

あずか

るという意味では、介護も医療も同じ
重みがあるはずである。

そこで、災害救助法に既に位置付けられて
いる災害派遣医療チーム（DMAT）の介護
版となる災害派遣介護チーム（DCAT）を国、
都道府県や事業所単位で重層的に創設し、社
会福祉士、介護福祉士や看護師などが被災地
に迅速に駆けつける態勢を整備すべきだと私
たち被災地から各方面に要望している。

（つづく）
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「ケアでつながる地球家族」「ケアでつながる地球家族」
国際交流委員会発国際交流委員会発

■イギリスの介護者支援 ─ 仕事と介護との両立を中心に
日本では、家族の介護・看護を理由とする離職・転職者数は近年
増加、年間約15万人となっており、仕事と介護との両立の問題に
ようやく光があたりつつあります。
イギリスでも働く介護者が増加しており、職場での介護者の割合

は7人に1人、特に40代後半から60代前半の占める割合が高くなっ
ています。
私が2010年7月に参加した第5回世界介護者大会（イギリス・

リーズ）でも、仕事と介護の両立が大きなテーマとなっていました。

イギリスの介護者団体Carers UKは、2000年代
から、仕事と介護との両立について積極的に取り組
んできました。Carers UKは、特に企業風土の変革
には経営者の意識が重要であると考え、大企業の経
営者との協働で「介護者のための経営者Employers 
for carers」という団体を設立しました。また超党
派の議員グループの結成を呼びかけ、2006年、介護者の柔軟な
働き方を要求する権利を拡大する「就業家族法」の制定に結びつけ
ました。
介護は、要介護度や症状、周囲のサポートの有無など、非常に多

様です。すべての介護者に当てはまる万能なサービス（One size 
fits All）はありません。多様な介護者に対応できる柔軟性の高い
政策やサービスの開発が重要です。� （国際交流委員　斎藤真緒）

支部の事務所がある大分県社会福祉介護研修セン
ターで行われた「センターまつり」で、支部では「オ
レンジカフェ」を開店しました。これは来場者に飲み
物を提供し、認知症の介護相談をお受けするコーナー
です。この「オレンジカフェ」は支部世話人の三浦恵

子さんが「オレンジリング」にちなみ命名。当日は会
員などの協力でカフェは大繁盛で、準備した資料200
部はすべて配布し、認知症の相談も十数件ありました。
会として、この「センターまつり」への参加は初めて
でしたが、来年度もまたやってほしいとの要望が早く
も寄せられています。

大分県
支部

支部では富士市と共同で、認知症サポーター養成講
座を毎月定期的に開催することとなりました。もともと
支部世話人全員がキャラバンメイトとして、養成講座の
講師役として活動していますが、今回は、市民に認知症

の理解を広げることを目的に、誰でも参加できる講座を
行っています。参加者には現在介護中の人もおり、講師
役の世話人からの認知症の人との接し方や介護体験を
交えた話に、しっかりと聞き入っていました。
支部では「一人でも多くの人に認知症の理解者になっ

てほしい」と考えています。

静岡県
支部認知症サポーター養成講座を定期的に開催

支部として初めてのリフレッシュ旅行を開催しまし
た。まずはご家族やご本人が参加しやすいようにと、
日帰りでの企画。おいしいお食事を考えての会場選び
など、苦労も多かったのですが、22名の参加者があり、

川井元晴支部代表の講義も含め、ゆっ
くりと楽しんでもらえたようでした。
参加者からも「『家族の会』って居
心地の良い場所だと実感」との感想
が寄せられ、支部としても、短い時間でもリフレッシュ
していただけてよかったと思いました。

山口県
支部初のリフレッシュ旅行でほっとひと息

オレンジカフェ　開店

イギリスの巻

島根県は東西に長く山間地も多いため、つどいに参
加できない会員が多数います。今回支部では、つどい
に出られない山間地に住む会員を直接訪ねる活動を始
めました。
最初に訪れたのは浜田市に住む梅津やよひさん。梅

津さんは現在74歳で、母と夫を18年にわたり介護し
ました。梅津さんは介護保険もなく家族介護が中心
だった当時を振り返り、「介護はなんでもあり。それ
も授業料と思わんなん。自分がその身になってみなけ
ればわからん」と語りました。大変良いひと時となり、
支部ではこれからも会員との出逢いを求めて県内各地
を回ることにしています。

島根県
支部介護者を訪ねて

参加者で記念撮影

第5回世界介護者
大会オープニング
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交流の場交流の場
富山◉3月17日㈯ 午後1:00〜3:30／
てるてるぼうずの会→サンフォルテ
２階介護実習室
愛知◉3月10日㈯ 午後1:30～4:00／
若年家族・本人交流会「元気かい」
→東海市しあわせ村
滋賀◉3月14日㈬ 午前10:00〜午後
2:00／ピアカウンセリング→滋賀県
成人病センター職員会館２階

京都◉3月4日㈰ 午後1:30～4:00／
若年のつどい→京都社会福祉会館
鳥取◉3月25日㈰ 午前11:00〜午後
3:00／若年のつどい「にっこりの会」
→地域交流センター笑い庵「笑い庵
カフェ＆マルシェ」（米子市）
広島◉3月10日㈯ 午前11:00〜午後
3:00／若年期認知症・陽溜まりの会広
島→中区地域福祉センター（広島市）
3月24日㈯ 午前11:00〜午後4:00／
若年期認知症・陽溜まりの会西部→
あいプラザ（廿日市市）

宮崎◉3月12日㈪ 午前11:00〜午後
2:00／本人交流会「今日も語ろう会」
→宮崎県支部事務所

� 詳細は各支部まで

愛都の会・定例会◉3月11日㈰ 午後1:00
〜4:00／連絡先：06-6972-6491
彩星の会・定例会◉3月25日㈰ 午後1:00
〜4:30／連絡先：03-5919-4185

今月の本人

51歳の時にアルツハイマー病と診断を受けた佐藤雅彦さん（57歳）
の「みなさんに知ってほしい」ことの後編です。全文は「家族の会」
のホームページに掲載しています。

佐藤雅彦さん

4．認知症の人が豊かに生きるために、地域はどう変わるべきか

5．介護職に伝えたいこと望むことはなにか

6．介護職にしてもらいたくないこと

7．不幸にして、認知症になった時のために、どんな準備をすればよいか

8．どう生きるか

　施設や病院などに閉じ込めるのではなく、買物、
喫茶店など社会に出て行き、認知症になる前と変わ
らない暮らしができる。特別な人ではなく、理解す

るのに時間がかかる人だと認識し、
コミュニティの一員として受け入
れられることが大切です。

①顔の表情や態度から、快・不快を読み取り生活
支援ができる人であってほしい。②すべての認知症
の人に周辺症状があらわれるのでないことを心にと
めてほしい。③自信を持って生きるように助言して

もらいたい。④本人の話にじっくり耳をかた向ける
時間をもってもらいたい。⑤人格やプライドのある
人として接してほしい。⑥愛（忍耐）を持って接し
てもらいたい。

①ごまかしたり、うそをついたり
する　②できることまでする　③子
供程度の能力や経験しかないように
扱う　④人間でないというレッテ

ルを貼り、物や動物のように扱う　⑤責めたり、非
難をあびせる　⑥仲間外れにする　⑦権力や脅しで
不安にさせる　⑧話を真剣に聞かない　
⑨認知症の人に責任を転化する。

①日記をつける習慣を　②なんでも話せる友達を
多く待つ　③財産管理　成年後見制度について学ん

でおく　④自分史や思い出を
アルバムにまとめておく。

人間の価値は有用性だけできまりません。私は毎
週、教会に通い心の平安を得ていますので、将来へ
の不安はありません。不便なことは増えましたが、
決して不幸ではありません。次の聖書のことばを信
じて試練をのりこえてきました。「神は…耐えるこ

とのできないような試練にあわせるようなことはな
さいません。むしろ、耐えることのできるように、
試練とともに、脱出の道も備えてくださいます。コ
リント人への手紙　第一10章１３節の一部」
� 　　　（おわり）

認知症になって思うこと（つづき）
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